
令和２年 ４ 月 　　 日

1 南丹市における循環のみちの実現（第2期）

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 京都府南丹市

水道整備及び健全な維持管理を行い、安全・安心、快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

（１）　土地区画整理関連地区の下水道整備詳細設計を完了する。

（２）　下水道の整備率を86.7%（H27）から88.8%（H31)に引き上げる。

（３）　安定した経営及び維持管理を図るため、ストックマネジメント計画を策定する。

（H27当初） （H29末） （H31末）

①下水道整備詳細設計の進捗率

0.0% 44.9% 100.0%

②下水道の整備率

(計画面積（ha)　－　整備済み面積（ha))／計画面積(668.8ha) 86.7% 87.5% 88.8%

③終末処理場ストックマネジメント計画策定の進捗率

〇事業終了後

〇市のホームページで公表

1.交付対象事業の進捗状況

上段:計画　　　　　　　　下段:実績

A１　下水道事業

事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 H27 H28 H29 H30 H31

9

6

22

0

181

71

Ｂ　関連社会資本整備事業

Ｃ　効果促進事業

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

2.事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

3.特記事項(今後の方針等)

社会資本総合整備計画　　(事後評価書)

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0.0% 0.0% 100.0%

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価(中間評価)

〇事後評価(中間評価)の実施体制、実施時期

事後評価(中間評価)の実施体制 事後評価(中間評価)の実施時期

公表の方法

交付対象事業

A=23.4ha L=4,000m

A=10.5ha L=2,967m

舗装復旧A=1,600㎡

舗装復旧A=1,600㎡

面整備A=13.8ha　L=3,500ｍ

面整備A=4.2ha　L=1,439ｍ

ストックマネジメント基本計画策定

ストックマネジメント基本計画策定

最 終 目 標 値 100.00%

最 終 実 績 値 100.00%

最 終 目 標 値 88.80%

最 終 実 績 値 87.10%

最 終 目 標 値 100.00%

最 終 実 績 値 100.00%

備考

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
181百万円 Ａ 181百万円 Ｂ 　　　百万円 Ｃ 　　　百万円 0.0%

〇南丹市上下水道部において事後評価を行う。

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

A007-001
A007-002

下水道 過疎 南丹市 直接 - 汚水 新設 面整備(未普及解消）　詳細設計業務 南丹市

A007-003 下水道 過疎 南丹市 直接 - 汚水 新設 面整備（未普及解消） 南丹市

150

65

A007-004 下水道 過疎 南丹市 直接 - 汚水 新設 終末処理場ストックマネジメント計画策定 南丹市

小計（下水道事業）

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
公共水域の保全を目指し、関連する事業との整合を図り、計画的･効率的に下水道の整備を進める事で未整備率の減少が図れた。これにより、住民が安全･安

心、快適な暮らしを送れる環境を創造する街づくりを進める事が出来た。

指標① 下水道整備詳細設計の進捗率
目標値と実績値
に差が出た要因

関連する事業との整合を図り、下水道施設詳細設計を行った。

指標② 下水道の整備率
目標値と実績値
に差が出た要因

関連事業と進捗状況の整合を図り、予算の範囲内で効率的な整備を行った。

指標③ 終末処理場ストックマネジメント計画策定の進捗率
目標値と実績値
に差が出た要因

　業務としての発注は行わず、職員による計画の策定を行った。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況(必要に応じて記載)

　今後も引き続き、計画的･効率的に整備を進め、公共水域の保全と、住民の安全･安心、快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造することに寄与していく。



計画の名称 1 南丹市における循環のみちの実現（第2期）

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 南丹市交付対象

A007-001・002面整備未普及解消（詳細設計）
Ａ007-003面整備未普及解消(面整備）

南丹処理区（八木２処理分区）

凡　例

基幹事業実施区
域

幹線管渠

幹線以外の
主たる管渠

下水道法による

事業計画区域

Ａ007-003面整備未普及解消（舗装復旧）

Ａ007-003面整備未普及解消（面整備）

A007-004終末処理場ストックマネジメント計画策定


